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淀川水系流域委員会委員の更新について 
 
 

淀川水系流域委員会では、これまで一部委員は退任や交代をしてきま
したが、半数以上の委員は平成 24 年からこれまで 14 年にわたり、委員
会で議論をいただきました。 

令和 4 年の規約改正において、再任限度 6 年として規約を改正し、現
委員のうち沢木委員以外は、令和 10 年に任期終了となり、一斉交代が想
定されるため、前回の令和 8 年 1 月の委員会において、「今後の淀川水系
流域委員会について」として委員の更新についての議論を行いました。 
 

○令和 8 年 1 月委員会における意見 
 ・委員の更新については、従前の淀川水系流域委員会で実施されてきた

委員候補推薦委員会を開催し、第 3 者が委員を選定する独自の手法
で更新すべき。 

 ・地域委員においては、従前どおり、公募を行うべき。 
 

令和 10 年の一斉交代を避けるため、令和 9，10 年に新・現委員での
議論を行い、令和 11 年より新委員での淀川水系流域委員会としていきた
く、令和 9 年度より委員の入れ替えを行います。 
 

新委員の選定については、今後も淀川水系流域委員会として、委員会の
役割や組織と構成、委員の選定など、これまでと同様の委員会形式で進め
るため、平成 23 年に作成し、現在の淀川水系流域委員会の基礎ともなっ
ている「淀川水系における新たな流域委員会の骨格」に基づきます。 
 

このため、令和 8 年 1 月の委員会意見も踏まえ、委員候補推薦委員会
を開催し、地域委員については、公募を行います。 

なお、淀川水系流域委員会委員候補推薦委員会の開催及び新たな委員
の募集に関することは別途近畿地方整備局にて公表させていただきます。 

委員の皆様におかれましても、新たな委員の推薦など引き続きご協力
よろしくお願いします。 
 
【今年度退任委員】 
○専門家委員 
 中川委員（治水/防災）、矢守委員（危機管理）、堀野委員（利水/利用） 
 
○地域委員 
 中谷委員（治水/防災）、須川委員（環境） 
 ※次期委員⾧は規約に基づき、新たな委員会での互選で選出します。 


